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コメント 

本研究は、⼤強度のミューオン源を利⽤して荷電レプトンの
フレーバー転換反応を探索することによって、世界最⾼エネル
ギーの LHC 加速器においても⾒つかっていない、素粒⼦標準
模型（SM）を超えるような新物理を発⾒しようとするものであ
る。本研究では、J-PARCにおけるCOMET 実験PhaseI、PhaseII
と段階的な⽬標を掲げた中の、PhaseI の検出感度を更に４倍程
度向上させることとしている。 

現在、⽶国 Fermilab での同様の Mu2e 実験と激しい競争とな
っているが、応募者がこれまでに積み上げた開発実績をもとに、
本研究によって時機を逸すること無く、実験結果が得られるも
のと期待できる。 
 

  
 


